
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （+25）32,366
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こうか

甲賀市の人口の推移

　新潟国体で優勝された綾戸さんと古武家さん。国民体育
大会というアスリートの夢の舞台での頂点、相当な努力を
されたことと思います。

　ライフル競技は、たいへんな精神力が必要となるスポーツで、精神状
態が結果に直結し、落ち込んでいるときなどは成績もよくないそうで
す。技術面はもちろん、精神面の強化が重要ですが、日頃の練習をいか
に緊張感をもってするかがポイントとのこと。実にシンプルなことで
すが、私たちの生活の中でも見習うところが多いと思います。
　シビアな技術力と精神力を問われるライフル競技、敷居が高いスポ
ーツのようにも思いますが、お２人曰く、誰でも頑張れば上をめざせる
競技、もっと多くの人にライフル競技の楽しさを知ってほしいとのこ
と。厳しい競技を勝ち抜いた２人ですが、爽やかな笑顔で取材に答えて
いただく様子は普通の高校生。このオンとオフの切り替えも試合で緊
張感を持続させるポイントなのでしょうね。ち
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▲たぬきの休日にお風呂に入るたぬきとそれを見る子ども（関連記事は12ページ）
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一 般 会 計 市の基本となる会計

9月30日までに入ってきたお金
168億8,779万円歳  入

健全化判断比率
および資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ
り、平成20年度決算に基づく甲賀市の財政健全化比
率および資金不足比率を公表します。

甲賀市 早期健全化基準 財政再生基準
H20 ― （赤字額なし） 12.25％ 20.00％ 
H19 ― （赤字額なし） 12.28％ 20.00％ 

●実質赤字比率
一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政状況の度合
いを示したもの

甲賀市 早期健全化基準 財政再生基準
H20 18.3％ 25.0％ 35.0％ 
H19 17.4％ 25.0％ 35.0％ 

●実質公債費比率
借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの程度を示したもの

甲賀市 早期健全化基準 財政再生基準
H20 ―（赤字額なし） 17.25％ 40.00％ 
H19 ―（赤字額なし） 17.28％ 40.00％ 

●連結実質赤字比率
地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、財
政状況の度合いを示したもの

甲賀市 早期健全化基準 財政再生基準
H20 126.6％ 350.0％ 
H19 129.7％ 350.0％ 

●将来負担比率
一般会計等の借入金（地方債）や支払っていく可能性
のある負担等の現時点での残高を指標化し将来、財政
を圧迫する可能性の度合いを示したもの

●資金不足比率
　 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料
金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の度合い
を示したもの
•経営健全化基準…20.0％
　昨年に引き続き甲賀市では該当ありません。

平成
21年度

歳入歳出予算総額  347億2,827万円

市の予算執行状況
平成21年4月1日から9月30日までの甲賀市予算の歳入歳出の状況をお知らせします。

（平成21年9月30日現在の予算に対する執行状況を表したものです。）

9月30日までに使われたお金
154億3,426万円歳  出
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歳　　入 歳　　出

予算額 収入額 予算額 支出額

特別会計

国民健康保険 83億68万円 34億9,212万円  83億68万円  34億2,036万円  

老人保健医療 5,323万円 144万円 5,323万円 132万円 

後期高齢者医療 15億286万円  6億5,924万円  15億286万円  6億3,615万円  

介護保険 45億8,132万円  18億5,503万円  45億8,132万円  18億5,487万円  

公共下水道事業 38億2,444万円  15億1,008万円  38億2,444万円  13億8,524万円  

農業集落排水事業 12億5,281万円  5億4,361万円  12億5,281万円  3億19万円  

土地取得事業 1,686万円 1,398万円 1,686万円 525万円 

野洲川基幹水利施設管理事業 1,503万円 1,075万円 1,503万円 9万円 

鉄道経営安定対策基金 2,200万円 111万円 2,200万円 111万円 

鉄道施設整備基金 2,216万円 109万円 2,216万円 109万円 

国民健康保険診療所 5億9,306万円  3億2,367万円  5億9,306万円  2億2,621万円  

浄化槽管理事業 1億2,205万円  5,302万円 1億2,205万円  3,928万円 

企業会計
病院事業 10億1,924万円  3億3,979万円  10億8,991万円  3億9,204万円  

水道事業 36億7,094万円  13億2,505万円  48億2,686万円  11億7,859万円  

特別会計および公営企業会計 市が特定の事業を行うための会計

※企業会計の予算額・収入額・支出額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。

財政課　財政係  ☎ 65-0676   63-4561問い合わせ

市の予算執行状況平成21年度

　本紙9月15日号で説明しました「市の財政状況と将来見通し」は、市全体の状況を説明するため一般会計と特別会計
（一部の特別会計と公営企業会計を除く)を合わせた普通会計という統計資料を用いていますが、今回の公表は一般会
計と特別会計を分類した公表となっています。
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よ
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憲
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れ
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さ
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ひ
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く
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を
築
く
た
め
に

市長
中嶋 武嗣
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地
方
公
務
員
法
第
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条
の
2
の
規
定
な
ら
び
に
、甲
賀
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
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況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
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定
に
よ
り
、平
成
21
年
度
の
市
の
職
員
の
給
与
、人
数
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
内
容
の
ほ
か
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

年度 人口 
（年度末） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率 

（Ｂ／Ａ）

H20 95,808人 322億9,236万9千円 4億7,040万7千円 64億9,907万9千円 20.1%

H19 95,683人 335億3,513万8千円 4億2,239万4千円 66億3,121万5千円 19.8%

②人件費の状況（一般会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区分
甲賀市 国（Ⅰ種）

決定初任給 採用2年経過日 
給料月額 決定初任給 採用2年経過日 

給料月額

一　般 
行政職

大学卒 172,200円 184,200円 185,800円 198,200円

短大卒 149,800円 160,200円 152,800円 164,300円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

区分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一　般 
行政職

大学卒 261,000円 300,000円 350,200円

短大卒 225,600円 283,100円 323,000円

高校卒 220,300円 対象者なし 303,000円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　（平成21年4月1日現在）④職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

給
与
、人
数
等
の
状
況

部門 H20 H21 増減 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0 

総務企画 146 146 0 

税 務 39 39 0 

民 生 245 242 △
 
3 業務分担の見直し

衛 生 61 53 △
 
8 業務分担の見直し

労 働 7 7 0 

農林水産 36 32 △
 
4 業務分担の見直し

商 工 17 13 △
 
4 業務分担の見直し

土 木 60 51 △
 
9 事業縮小、業務分担の見直し

小　計 617 589 △
 
28

特
別
行
政
部
門

教 育 197 193 △
 
4 業務の見直し

消 防 0 

小　計 197 193 △
 
4 

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 80 76 △
 
4 病院事業の縮小

水 道 29 24 △
 
5 業務の合理化

下 水 道 28 27 △
 
1 業務の減少

そ の 他 33 38 5 介護保険業務の増加

小　計 170 165 △
 
5 

合　計 984 947 △
 
37

①部門別職員数の増減とその主な理由（各年4月1日現在） （単位：人）

※ 地方公共団体定員管理調査に基づき、業務別に分類した数値で、教育関係の特別行政部門、病院や水道等の
公営企業等会計部門、それ以外の一般行政部門に分けています。

区分
一般行政職　702名 医療職　39名 技能労務職　69名

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般会計 310,500円 40歳1月 286,200円 37歳8月 280,800円 52歳10月

③職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）

（注）対象者は、①部門別職員数の合計のうち一般会計に属する職員です。
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⑧職員手当の状況（平成21年4月1日現在）
区　分 甲　　賀　　市 国

期末・勤勉手当

（支給割合）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

甲賀市の制度と同じ

退職手当

（支給率）

※勧奨は勤続25年以上
・その他加算措置
　定年前早期退職特例措置　2～ 20％加算

甲賀市の制度と同じ

（ただし勧奨は
勤続11年以上）

扶養手当

（支給額）

甲賀市の制度と同じ

住居手当
（支給額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額

甲賀市の制度と同じ

通勤手当

（支給額）
　　　 交通機関利用（最高限度）　 55,000円 / 月
　　　 交通用具使用（月額）

甲賀市の制度と同じ

期末 勤勉 計
6月期 1.4月分 0.75月分 2.15月分
12月期 1.6月分 0.75月分 2.35月分
計 3.0月分 1.5月分 4.5月分

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 ※30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

配　　偶　　者 13,000円
扶 養 親 族 6,500円

（配偶者がない場合の１人目） （11,000円）
満16歳になる年度から満22歳になる年度末まで 加算 5,000円

借家・借間（最高限度） 27,000円
持ち家（新築・購入から５年） 2,500円

距離 金額
2km未満 －

2km以上5km未満 2,000円
5km以上10km未満 4,100円
10km以上15km未満 6,500円
15km以上20km未満 8,900円
20km以上25km未満 11,300円
25km以上30km未満 13,700円

距離 金額
30km以上35km未満 16,100円
35km以上40km未満 18,500円
40km以上45km未満 20,900円
45km以上50km未満 21,800円
50km以上55km未満 22,700円
55km以上60km未満 23,600円

60km以上 24,500円

区分 平成21年度

一般行政職 96.4

⑥国との給料月額の水準比較　
　（ラスパイレス指数※）の状況

※国家公務員の給料月額を100とみなした場合の指数

特殊勤務手当
（平成20年度一般会計決算）

支給総額 663,500円
職員全体に占める
手当支給職員の割合 7.5%

支給職員1人当たり
平均支給年額 10,532円

支給した手当の種類
（手当数） 1

時間外勤務手当
（平成20年度一般会計決算）

支給総額 1億5,508万2千円

職員１人当たり
平均支給年額 234,000円

（注）１　 時間外勤務手当の支給対象者は平成20年度で
管理職177名を除く662名、平成19年度で管理
職190名を除く666名です。

（注）２　 選挙の投開票業務にかかる時間外勤務手当（選
挙手当）については支給総額に含んでいません。

（１） 勤務条件に関する措置の要求の状況　 （２） 不利益処分に関する不服申し立ての状況　 （３） その他

いずれも平成20年度において要求はありませんでした。

⑨公平委員会の報告

⑦一般行政職（一般会計）の級別職員数の状況（平成21年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標 準 的 な

職務の名称 主事 主事 主査 係長 課長
補佐 課長 次長・

部長
職 員 数 61人 128人 225人 122人 98人 40人 28人 702人
構 成 比 8.7% 18.2% 32.0% 17.4% 14.0% 5.7% 4.0% 100%

（注）１. 甲賀市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　 ２. 標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　 ３. 一般行政職とは、医療職、技能労務職以外の職員です。

職員課　人事係  ☎ 65-0668   63-4554問い合わせ2009.12.15



　任期満了に伴う市議会議員一般選挙が10月18日に行われ、即日開票の結果、新しい市議会議員27人が
決まりました。今回の選挙は、初めて市内全域が同一の選挙区で行われ、投票率は68.35%でした。
　新議員の任期は11月1日から4年間です。

議長就任あいさつ 甲賀市議会議長　伴 　資 男

第
6
回 

甲
賀
市
議
会
臨
時
会

常
任
委
員
会

正
副
議
長

議　

長　

伴　
　

資
男

副
議
長　

白
坂
萬
里
子

総
務
常
任
委
員
会

◎
野
田　

卓
治　

○
安
井　

直
明

　

朏　
　

藤
男　
　

白
坂
萬
里
子

　

葛
原　

章
年　
　

石
川
善
太
郎

　

橋
本　

律
子

民
生
常
任
委
員
会

◎
鵜
飼　
　

勲　

○
中
島　
　

茂

　

森
嶋　

克
　
　

小
西
喜
代
次

　

谷
永　

兼
二　
　

加
藤　

和
孝

　

村
山　

庄
衞

文
教
常
任
委
員
会

◎
中
西
弥
兵
衞　

○
木
村　

泰
男

　

橋
本　

恒
典　
　

小
松　

正
人

　

岩
田　

孝
之　
　

今
村　

和
夫

　

服
部　

治
男

議
会
運
営
委
員
会

◎
村
山　

庄
衞　

○
今
村　

和
夫

　

鵜
飼　
　

勲　
　

加
藤　

和
孝

　

辻　
　

重
治　
　

野
田　

卓
治

　

中
西
弥
兵
衞　
　

石
川
善
太
郎

　

安
井　

直
明

特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

◎
朏　
　

藤
男　

○
的
場　

計
利

　

森
嶋　

克
　
　

橋
本　

恒
典

　

谷
永　

兼
二　
　

田
中　

新
人

　

小
松　

正
人　
　

橋
本　

律
子

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　

葛
原　

章
年　
　

岩
田　

孝
之

　

安
井　

直
明　
　

橋
本　

律
子

　

服
部　

治
男

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

　

鵜
飼　
　

勲　
　

小
松　

正
人

　

村
山　

庄
衞　
　

中
西
弥
兵
衞

　

石
川
善
太
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
辻　
　

重
治　

○
山
岡　

光
広

　

土
山　

定
信　
　

的
場　

計
利

　

田
中　

新
人

予
算
の
専
決

　

甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

　

ま
た
、正
副
議
長
の
ほ
か
、各
委

員
会
構
成
も
決
ま
り
ま
し
た
。

（
議
席
順
・
敬
称
略
）

11
月
4
日
、改
選
後
初
の
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
、可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

平成
21年

　

北
風
の
中
に
凛
と
咲
く
寒
椿
の
紅
が
目
に
し
み
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
11
月
4
日
、
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の
要

職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
こ
の
重
責
を
痛
感
い
た
し
て
い

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
も
と
よ
り
浅
学
非

才
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
政
の
伸
展
と
円
滑
な
議
会

運
営
の
た
め
、
粉
骨
砕
身
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
甲
賀
市
も
合
併
後
6
年
目
を
迎
え
、

2
回
目
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
全
市
1
区
、
ま
た
議
員
定
数
が
3
名

減
と
な
っ
た
中
で
の
選
挙
戦
を
経
て
、
こ
こ
に
27
名

の
議
員
に
よ
る
第
3
期
甲
賀
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
議
員
や
会
派
に
よ
っ
て
主
義
主
張
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
い
ず
れ
の
議
員
も
最
終
的
に
め

ざ
す
も
の
は
、「
甲
賀
市
の
限
り
な
い
発
展
と
甲
賀

市
民
の
幸
せ
」
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
甲
賀
市
は
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
甲
賀
市
議
会

と
し
て
格
調
の
高
い
議
論
を
積
極
的
に
交
わ
し
、
広

く
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
甲
賀
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
議
会
議
員

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
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③森
もりしま

嶋　克
か つ み

無所属

⑩鵜
う か い

飼　勲
いさお

無所属
⑨朏

みかづき

　藤
ふ じ お

男
無所属

⑧的
ま と ば

場　計
かずとし

利
無所属

⑦谷
たになが

永　兼
け ん じ

二
無所属

⑥橋
はしもと

本　恒
ひさのり

典
無所属

⑤山
やまおか

岡　光
みつひろ

広
日本共産党

⑯葛
くずはら

原　章
あきとし

年
無所属

⑮辻
つじ

　重
し げ じ

治
無所属

　安
や す い

井　直
なおあき

明
日本共産党

⑳岩
い わ た

田　孝
たかゆき

之
無所属

⑲中
なかにし

西弥
や へ い

兵衞
無所属

⑱村
むらやま

山　庄
しょうえ

衞
無所属

⑰野
の だ

田　卓
た く じ

治
無所属

　伴
ばん

　資
す け お

男
無所属

　服
はっとり

部　治
は る お

男
無所属

　橋
はしもと

本　律
り つ こ

子
無所属

　中
なかじま

島　茂
しげる

無所属
　今

いまむら

村　和
か ず お

夫
無所属

⑭小
こ ま つ

松　正
ま さ と

人
日本共産党

⑬田
た な か

中　新
あ ら と

人
無所属

⑫白
しらさか

坂萬
ま り こ

里子
公明党

⑪加
か と う

藤　和
かずたか

孝
公明党

②木
き む ら

村　泰
や す お

男
無所属

①土
つちやま

山　定
さだのぶ

信
無所属

甲賀市
議会議員
（議席順、敬称略）

④小
こ に し

西喜
き よ つ ぐ

代次
日本共産党

◎名前の前は議席番号

　石
いしかわ

川善
ぜ ん た ろ う

太郎
無所属
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市
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
で
あ
り
、前
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
の
前ま

え
だ田

陽よ
う
ぞ
う三

氏
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
氏
は
昭
和
55
年
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、ま
た

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、公
正
で

明
る
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
運
動
の
推
進
、有
権
者
の
政
治
意

識
の
高
揚
と
民
主
政
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、こ
の
た
び
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

▲

前
田
陽
三 

氏

　関西地域8府県から出品されたお茶の品質を競う第62回
関西茶品評会で、甲賀のお茶が多くの賞に輝きました。
　普通煎茶の部で北

き た だ

田卓
た く や

也さん（信楽町朝宮）が農林水産大
臣賞（1等1席）を受賞されたほか、1等に3点入賞し特別賞を
受賞、かぶせ茶の部でも3等入賞を果たされました。
　また、普通煎茶の部で甲賀市が産地賞に輝き、甲賀のお茶
が最高の評価を受けました。
　11月7日、兵庫県篠山市で行われた関西茶業振興大会での授
賞式には、生産者の方とともに、中嶋市長、甲賀農業協同組合
但
た じ ま

馬代表理事組合長が出席、賞状、旗が授与されました。
　茶栽培農家の皆さんをはじめ、関係者の日頃のご努力の
賜物となった今回の受賞、茶業のますますの振興が期待さ
れます。

　

土
山
体
育
館
周
辺
を

発
着
点
に
、日
本
陸
連

公
認
コ
ー
ス
を
走
る
、

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

が
、11
月
１
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、午
前
中

は
汗
ば
む
陽
気
で
、ま

た
午
後
か
ら
は
一
転
し

て
強
い
雨
が
降
る
厳
し

い
条
件
に
な
り
ま
し
た

が
、全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
2
，5
7
5
人

の
ラ
ン
ナ
ー
は
、沿
道

の
声
援
を
受
け
力
走
し

ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ

れ
、名
古
屋
国
際
マ
ラ

ソ
ン
優
勝
者
の
弘ひ

ろ

山や
ま

晴は
る
み美

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
が
行

わ
れ
、多
く
の
参
加
者

が
正
し
い
歩
き
方
、走

り
方
を
学
び
ま
し
た
。

▲ 田園風景の中を力走 ▲ 弘山さんと一緒にウォーキングする参加者の皆さん

▲ 一斉にスタートするランナー

▲授賞式で産地賞の表彰を受ける中嶋市長

～関西茶品評会～

あいの土
山

マラソン

▲喜びのゴールの瞬間

甲賀のお茶が最高の評価

沿
道
の
声
援
受
け
健
脚
競
う
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　花づくりを通じて児童の自然を愛する心を育てる「フラワー・ブラボー・コンクール
（FBC）」の秋花壇で、甲南中部小学校が、県内で最優秀となる「大賞」を受賞しました。
　同校では、「花と笑顔がいっぱいの学校」を合い言葉に、全校で花を育てる取り組み
を進めています。
　花壇づくりは、園芸委員を中心に5月頃から行われ、中でも、花の命を最も意識する
ポット移植は、全校児童が行いました。
　花壇のデザインは、6年生山

やまざき

﨑伽
か り

梨さんが考案した「えがおの花」。「中部っ子のえ
がおと元気で大きな花を咲かせたい」との願いがこめられています。秋には、前庭に
キラキラ輝くみんなの笑顔のような素敵な花々が咲き誇り、全校お花見給食をして
みんなで喜び合いました。
　同校では他にも、地域を花いっぱいにしたいという願いを
こめて、老人クラブの方々、親、子の三世代で、土作りや花の世
話をしています。また保育園や幼稚園に花の苗を配ったり、一
人暮らしのお年寄りの方に花をプレゼントする活動も行って
います。
　児童だけでなく、地域の方が芝生でくつろぎ、花を楽しむ
親しみのある花壇にしていきたいと願う甲南中部小学校。春
にはまた校庭が、きれいな花と笑顔で埋め尽くされることで
しょう。

メイン花壇「えがおの花」 

▲

▲お年寄りに花を届ける児童

　

全
国
か
ら
精
鋭
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
い

競
う
日
本
最
大
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

国
民
体
育
大
会
。

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会「
新
潟
国
体
」が

開
催
さ
れ
、ラ
イ
フ
ル
競
技
で
滋
賀
県
代

表
と
し
て
市
内
か
ら
出
場
の
綾あ

や
ど戸

真ま

み美
さ

ん
、古こ

ぶ

け

武
家
悠ゆ

う
と斗

さ
ん（
と
も
に
水
口
高
校

2
年
）が
初
出
場
な
が
ら
日
本
一
の
快
挙

を
収
め
ま
し
た
。

　

綾
戸
さ
ん
は
、少
年
女
子
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
立
射
40
発
の
部
に
出
場
し
、調
子
が

上
向
く
中
で
迎
え
た
本
番
で
も
ほ
ぼ
完
璧

な
射
撃
で
の
優
勝
で
し
た
。

　

校
舎
の
廊
下
に
並
ぶ
先
輩
の
賞
状
を

見
て
自
分
自
身
も
こ
う
し
た
体
験
が
し

た
い
と
思
い
ラ
イ
フ
ル
を
始
め
た
綾
戸

さ
ん
は
、

　
「
表
彰
台
が
夢
だ
っ
た
の
に
優
勝
な
ん

て
、で
も
み
ん
な
に
祝
福
さ
れ
て
や
っ
と

実
感
し
ま
し
た
。ラ
イ
フ
ル
は
1
人
で
す

る
競
技
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、み
ん
な

に
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な

が
ら
目
標
に
向
か
う
競
技
で
す
。こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」と
話
し

て
い
ま
す
。

　

少
年
男
子
10
メ
ー
ト
ル
エ
ア
・
ラ
イ
フ

ル
立
射
60
発
の
部
に
出
場
さ
れ
た
古
武
家

さ
ん
は
、自
信
を
持
っ
て
平
常
心
で
臨
み

つ
か
ん
だ
栄
冠
で
し
た
。

　

高
校
で
初
め
て
出
会
っ
た
ラ
イ
フ
ル
競

技
。な
か
な
か
思
っ
た
と
こ
ろ
に
命
中
し

な
い
時
は
苦
し
い
が
、的
の
中
心
を
撃
ち

10
点
を
採
っ
た
時
の
爽
快
感
が
最
高
と
い

う
古
武
家
さ
ん
は
、

　
「
本
当
に
優
勝
し
た
の
か
、こ
れ
は
夢

じ
ゃ
な
い
の
か
と
戸
惑
い
ま
し
た
が
、表

彰
台
に
立
つ
と
う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
、

国
際
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
な
力
を
つ

け
た
い
で
す
。」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

2
人
の
次
の
目
標
は
、ま
ず
は
次
回
国

体
出
場
の
切
符
を
手
に
国
体
2
連
覇
に
挑

む
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

初
出
場
で
日
本
一
の
快
挙

▲表彰状を手に、古武家さんと綾戸さん

〜
新
潟
国
体
ラ
イ
フ
ル
競
技
で

　
　

水
口
高
校
・
綾
戸
さ
ん
、古
武
家
さ
ん
が
優
勝
〜

笑顔と元気の花咲く FBC秋花壇コンクール「大賞」受賞

2009.12.19



　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
や
県

税
は
、福
祉
・
教
育
な
ど
住
民
の
方
々
へ
の
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財

源
で
す
。

　

県
内
の
各
自
治
体
で
は
、12
月
を「
滞
納
整

理
強
化
月
間
」と
し
て
、滞
納
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
し
、税
の
公
平
な
負
担
の
観
点
か

ら
、一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
を
行
い
ま

す
。

　

納
税
さ
れ
て
い
な
い
と
、財
産（
給
与
・
預

金
等
）を
調
査
し
、差
し
押
さ
え
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、も
う
一
度
、納
め
忘
れ
が
な

い
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

個人住民税（市県民税）における住宅ローン
特別控除の創設

　所得税から控除しきれなかった控除額分を翌年度分
の個人住民税から控除する制度が創設されます。

対象者／ 平成21年から25年までに新築または増改築し
た住宅に入居した方で、所得税の住宅ローン控
除の適用がある方

控除額／ 所得税から控除しきれなかった住宅ローン特
別控除額（最高97,500円）

手続き／ 給与支払報告書（源泉徴収票）等について必要な
改正を行い、市に対する申告は不要となります。

※ 平成11年から18年末までに入居している方で、税源移
譲による所得税の減額により、住宅ローン控除を翌年
度の個人住民税から控除している方についても、平成
22年度分以降は、市に対する申告が不要となります。

上場株式等の配当・譲渡益に係る軽減税率の
延長

　平成20年12月末をもって10%の軽減税率を廃止し、
平成21年からは税率を20%とします。特例措置として、
平成21年1月1日から平成23年12月31日までの間の上
場株式等の配当及び譲渡益について、10%の軽減税率が
延長されます。

土地等の長期譲渡所得に係る特別控除の創設

　平成21、22年の2年間に取得した土地を所有期間5年
を超えて譲渡した場合に、譲渡所得の金額から、1,000
万円の特別控除を適用します。

税務課　市民税係　☎ 65-0679　  63-4574
問い合わせ

1

2
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問
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市
税
や
県
税
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

　

県
と
県
内
全
市
町
で
は
、公
平
な
税

負
担
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、昨

年
度「
滋
賀
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」を

設
置
し
、連
携
・
協
働
し
て
県
税
と
市
町

税
の
滞
納
整
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〜
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
〜

　市では、滞納者に対して、個々の事業では一
部すでに行政サービスの制限を行っていると
ころです。今後、さらに市税の納付に対する意
識を高め、納税者の公平性を確保するため、市
で全体的な制度を構築します。制度について
は条例の制定を行う予定です。
　そこで、その内容を公表し広く市民の皆さん
からのご意見を募集します。

●公表期間・意見募集期間
　12月4日（金）～平成22年1月4日（月）

●公表方法
　市ホームページに掲載、滞納債権対策課、
各支所で閲覧

●意見を提出できる方
　 市内に在住・在勤・在学の方、市内に事業所
を有する個人および法人、その他の団体

●意見の提出方法
　 住所、氏名、電話番号を記入し、直接提出い
ただくか、郵送（1月4日必着）、FAX、Eメー
ルで提出してください。

滞納債権対策課　滞納対策担当
〒528-8502  水口町水口6053番地
☎65-0681　  63-4574
Eメール　koka233000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ

～ご意見募集～

個人住民税制度
改正のお知らせ平成22年度

市税滞納者への
行政サービス
制限制度の条例へ
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